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治水対策の優先内容
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7. 釧路川流域アンケート調査結果 

 

アンケートは釧路川の整備計画を策定する際に、流域住民が安全に生活する上で基本とな

る治水、利水等の整備に対する具体的な要望・意識を把握するとともに、河川環境の整備保

全と利用を求める流域住民の具体的なニーズを的確に捉えることを目的に実施した。 

調査は平成 10 年度に流域 5 市町村(釧路市、釧路町、標茶町、弟子屈町、鶴居村)の住民

から無作為に抽出した 2,060 人を対象とし、630 票(30.6%)を回収している。 

 

● 調査結果の概要 

(1)選択設問回答のまとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a 堤防の整備 

b 河道の掘削 

c 河岸保護工 

d 内水対策 

e 遊水地の整備 

f 避難場所、避難ルートの確

保と防災情報地図等の作成

g 洪水情報の的確な提供 

h 地震対策 

i その他 

(票) 

釧路川の水質

28.0%

56.9%

1.8% 10.3%3.0%

充分に水はきれいで
ある

どちらでもない

水の汚れが気になる

その他

無回答

釧路湿原の保全

27.7%

10.3%
1.5%2.0%

58.5%

乾燥化を防ぐ対策を
行い、資源を守る
自然の変化にまか
せる
わからない

その他

無回答

洪水被害の経験

6.1%0.2%

93.7%

ある

ない

無回答

治水の安全度

31.5%

53.8%

3.6%
3.2%

7.6%

0.3%
安全だと思う

ある程度安全だと思う

ある程度危険だと思う

危険だと思う

わからない

無回答

洪水対策と河川環境保全

11.6%

2.5%

60.0%

8.8%

15.4%
1.7%

洪水対策を最優先

洪水対策をやや最
優先

洪水対策と河川環境
保全を両立

河川環境保全をや
や優先

河川環境保全を最
優先

無回答

河畔林の扱い

42.0%

2.2%

41.6%

2.5%

11.8%

水害を防ぐため、支障と
なる樹木だけを伐採し、
後は樹木を残す
水の流れを多少妨げると
しても、自然環境の優れ
た場所の樹木は残す
水害を引き起こすおそれ
があっても樹木はすべて
残す
その他

無回答



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水辺の復元
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271

6 17
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(票) 

a 市街地のコンクリート護 

岸などを、水辺とふれあ 

えるようにする 

b 市街地のコンクリート護 

岸などを、自然環境、景 

観に配慮したものにする 

c 直線化された河道を、も 

との蛇行河川に近づける 

d 旧釧路川へ通水し、河川 

環境の改善をはかる 

e その他 

 

 

 
釧路川や河川敷利用での要望
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227

308

52

274

45

153

2422
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(票) 
a 散策を楽しめる遊歩道や 

サイクリングロード 

b 安全に水辺に近づけるス 

ロープや護岸 

c パークゴルフや野球・サッ 

カーなどが楽しめる広場 

d カヌーが乗り降りできるカ 

ヌーポート 

e 水遊びや様々なイベント 

が楽しめる公園 

f 釣りが楽しめる場所 

g 駐車場やトイレなど簡単 

な施設 

h 何もいらない 

i その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 水辺の活用

167

387

85

413

22 22
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a b c d e 無
回
答

(票) a 大規模な施設を中心にした、 

都会的なにぎわいが感じられ 

る水辺として活用する 

b 河川敷などを、健康づくりや 

水あそびなどに使える身近な 

水辺として活用する 

c 湿原を肌で体験することが出 

来るようなカヌーやホースト 

レッキング、キャンプなどの 

拠点として活用する 

d 今の自然をそのままにして、 

動植物の観察や研究などの 

フィールドとして活用する 

e その他
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 湿原・河川の利用と保存への対策
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a b c d e f g h 無
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(票) 

a 人が立ち入ることによるタンチ

ョウの営巣への影響の軽減（立

ち入り制限） 

b カヌー乗降場所の限定 

c 4WD 車等の湿原周辺への乗り入

れ規制（踏み荒しの防止） 

d 釣りマナーの向上とルール化 

e 監視・見回りの徹底 

f ゴミ捨て等に対する罰則の強化

g 川・湿原等の保全に関する PR 

の充実 

h その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 川づくりにおける留意点

114

446

251

176

81
8 37
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a b c d e f 無
回
答

(票) 
 

a 洪水に対して安心できる川づく

り 

b 魚・鳥・植物などがある自然豊

で水質のきれいな川づくり 

c みんなの憩いの場となる施設の

整った川づくり 

d 子供が安全に川と接することの

できる川づくり 

e 地域の活性化につながる、人の

集まる場としての川づくり 

f その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)自由回答のまとめ 

 釧路川の将来像 
 

 釧路川流域は、地域住民にとっての故郷であるという愛着や豊かな自然が残る日

本の貴重な財産であるという認識が強く、基本的には手を加えず、蛇行の美しい

川の原型を保全することが指向されている。護岸等、既に整備されている部分に

ついても、湿原風景を想わせる姿への再生が期待されている。 

 釧路川は、人間生活も含めて多くの動植物を育む母なる川であると考えられてお

り、水がきれいな川ということも一つの将来像になっている。 

1-37 



 釧路川の整備方向 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 自然への配慮に欠く従来の開発や整備への反省から、地球的視野にたった生態系の保

全と流域住民の安全な暮らしの実現という相反する方向の調和に最も大きな関心があ

り、最低限の安全性が保障されることを前提に、前者を重視するべきとする意見が多

く出されている。 

 自然界との調和を図るための方法としては、開発する場所と保全する場所との明確な

使い分けや、避難情報等のソフト施策の展開に重点をおくなどの具体的なアイディア

が挙げられている。 

 総合的な観点からの川づくりを実践するためには、河川行政のみならず、地域住民の

ニーズやその他関連する事業・施策等を含めた一体的な検討が必要であるという指摘

もある。 

 今後の治水対策 

 

 

 

 

 

 

 

 釧路川流域の保水力の低下による洪水の発生や湿原の乾燥化等が懸念されている。 

 これらの根本的な解決に向けての主な取り組みとしては、上流や支流域における農地

開発等のために伐採された森林等の再整備や、直線化された河川のもとの形態への修

復等が具体的に挙げられている。 

 これらの実現のためには、市町村、北海道、国そして地域が一体となった治水対策へ

の取り組みの必要性が指摘されている。 

 河川環境の整備・保全 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地球環境的な視点から現存する自然環境を保存してゆくことが指向される一方、大河

川であるがゆえに子供から高齢者までが水辺に親しめるような河川環境整備への期待

は大きく、特に次代を担う子供たちの自然観察等を通じた環境教育の場として注目さ

れている。 

 市街地部におけるコンクリート護岸の緑豊かな多自然型護岸への再整備や、糞尿処理

の規制やゴミや空き缶などの投げ捨ての防止、ヘドロの回収等による水質の向上、Ｒ

Ｖ車、カヌー等の乗り入れ規制等による生態系の保全、その他桜並木の植樹等による

河川景観の向上、魚道の確保等、多方面にわたる意見・提案等が出されており、流域

住民にとっての関心の高さが伺える。 

 流域住民の自然環境に対するモラルを向上させるような PR 活動の必要性も挙げられ

ている。 

 その他 

  
 このようなアンケートの主旨を従来の河川行政からの転換と評価する意見がある一

方、流域住民の意向が反映されなかった従来の河川整備プロセスへの不満や、縦割り

行政の限界、統計的処理への不安、現場主義のすすめなど、河川行政全般への不信感

も伺われる。 

 これらの意見は、総じて釧路川という地域の財産や生活と密着した自然への愛着が背

景にあり、地域性に即した河川整備の実現への強い想いの現れであると考えられる。
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